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１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など）

模造紙などに絵を描く活動を行ったが、違う素材に描いたときの感覚の違いや絵の具の伸び

などを体験する機会を作るため、今回の活動を設定した。

11月　ビニールシートに絵具を使って描こう

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）

園庭に透明のシートを立てた状態で用意する。

そこに筆を使って自由に描く。

描いた作品を園内に掲示する。

〈準備物〉絵の具・ビニールシート・養生シート

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

66-1298

LIFE SCHOOL 塩浜 こどものいえ

江東区塩浜2-6-2

社会福祉法人つぼみ会

素材

色々な素材に触れてのびのびとイメージを表現する



４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

作品自体、密に描かれているところや粗いところがあり作品が華やかなものであった。両面

に同じ形の物を描くという、大人でも気づきにくい点に気付いて作品を作り上げており、驚

化された。綺麗に描いている子の上から絵が描くことはないように、子ども達同士の中で気

配りが出来ており、満足しているようだった。綺麗に描いていた子が、仕上げのために追加で

色が欲しいことを伝え、混色を一緒にして作り上げた。初めから用意せず子ども自身で色を作

り上げるという経験をあえて残しておくことも必要に感じた。次回からの準備も同様な含みを

持たせていきたい。

透明のビニールに自分のイメージを絵の具で表現する。

初めは「どこに描くの？」「どうやって描くの？」と尋ねていた子もいたが、ダイナミックに

描き始めるとそれを真似して描き始められていた。好きなキャラクターを描いて、同じ形で裏

面からも描けることに気付くと、違うキャラクターを両面に描き「こっちに○○かいて、

こっちは○○にした！」と自慢げに保育者に伝える様子があった。透明なことに気づき両面

で違う色を描く子や、余白を見つけては友だちも誘って描くなど様々な姿が見られた。


